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ALPS Micro Dry(TM)  CopyStudio Ver 1.3 for Windows

および TWAIN ドライバ Ver 1.31の
*****************************************************

　 これは、MD-4000J用カラーコピーアプリケーション CopyStudio 及び MD-4000J用スキャナドライバに関する説明です。MD-4000Jの
【CopyStudio とは】
CopyStudioは、MD-4000Jの
CopyStudioとMD-4000Jのの
CopyStudioのの
基本機能
 1) の (簡易Copy機能)
 2) のの
 3)  のの Ver1.1d から追加された機能）
Copy モード時オプション
 1) 縮小拡大 (25%～800% ,の)  
 2) の
 3) 分割拡大印刷（２分割、４分割、８分割 [A4サイズ 8分割印刷で最大 A1サイズ相当]）
スキャナ機能
 1) フルカラー(1600万色)、256色、グレースケール、白黒２値
 2) 取り込み解像度、600dpi,300dpi,150dpi,75dpi
 3) 各種調整機能 [濃度、シャープネス、紙厚調整、カラーバランス]
 4) ＭＤプリンタ用カラーキャリブレーション *1

 注*1: の
【TWAIN ドライバについて】
 CopyStudioは、TWAINドライバと組み合わせて機能します。もちろん、他のアプリケーションからもこの TWAIN ドライバを経由して、MD-4000Jの
同じように利用することが可能です。

【CopyStudio / TWAIN ドライバ ご使用に関する注意】

1) CopyStudioは MD-4000J のの
2) CopyStudioの  A4フルサイズを 600dpiフルカラーで取り込むと、データサイズが 100MB以上になり、作業エリアを含めると 200MB以上のハード

ディスクを要求されます。通常は"300dpi"解像度でご使用になることをお勧めします。

3)  256の
4) プリンタドライバにカラーキャリブレーション機能がある場合や、取り込んだ画像をファイルに保存する場合は、 TWAINドライバの[画像調整] - [キャリブレ

ーション]の[スクリーン]を選択してください。

5) の  TWAINドライバ経由で画像を取り込んだ場合、１６Ｍバイト以上の画像が取り込めない場合があります。そのような場合は取り込み解像度を落とすか、
CopyStudio 経由でファイルに保存してからご利用ください。

6) OCRの[画像調整]-[カラーバランス]-[濃度補正]を、1.0 の
【キャリブレーション機能の設定に関して】
Micro Dry(TM) Scanner TWAINドライバのキャリブレーション設定は、デフォルトで[スクリーン]（キャリブレーション無し） に設定されます。のTWAINドライバのカラーキャリブレーションは「スクリーン」のままでご使用ください。
1) プリンタドライバのカラーキャリブレーション機能( MicroDry(TM) プリンタドライバの例では[イメージ調整]で[カラーマッチ]  の )を有効にして印刷を行う場合。
2) の
　  ・Micro Dry(TM) Scanner TWAINのの(カラーマッチ機能)の



【バージョンアップ情報】

● Windows 版 TWAIN ドライバ Ver1.31 にて改善された点
1) 256の
● Windows 版 CopyStudio バージョン 1.3/TWAIN ドライバ Ver1.30 にて改善された点
1) 256の(システムパレットによる誤差拡散方式)

2) ECPモードに設定されたコンピュータで 8bit 通信設定ができない場合がある点を改善しました。

3) 富士通社製「マイアルバム」、NEC社製「アルバム工房」、ｱｽｷｰｻﾑｼﾝｸﾞｸﾞｯﾄﾞ社製 「SuperKid 95」 において TWAIN読み込み時にエラ
ーが発生する点を改善しました。

● Windows 版 CopyStudio バージョン 1.1d/TWAIN ドライバ Ver1.2 にて改善された点
1) Thunker を標準で装備したため、TWAIN32の TWAINドライバーがご利用いただけるようになりました。 
2) CopyStudioに"ファイルからプリンタへ出力"のの
3)の の
4) キズ、ムラの除去機能を独立させました。キズの除去は取り込み画像のモアレ（縞模様）等に有効ですので印刷物を取り込んでモアレがひどいときにお試しくだ

さい。

【アプリケーションについて】

アプリケーションによっては、Micro Dry (TM) Scannerのののの
本ドライバリリース時点で確認されているアプリケーション情報を下記にご案内します。

・Windows アプリケーション情報

1)  エー・アイ・ソフト株式会社製「読ん deココ Ver.3」をWindows 3.1環境においてインストールした場合、Micro Dry(TM) スキャナドライバは正しく動
作しなくなります。CopyStudio を再インストールすれば、スキャナドライバは動作しますが、Windows 3.1 環境では「読ん de ココ Ver.3」からの
TWAIN 読み込みは使用できません。 CopyStudio からファイルに保存した後、「読ん de ココ Ver.3」にイメージファイルとして読み込んでご利用くだ
さい。

     Windows 95 であれば「読ん deココ Ver.3」からMicro Dry(TM) スキャナドライバをご利用いただけます。
  
2) エー・アイ・ソフト株式会社製「EasyFaxPro32」は、200dpi スキャナを対象としたイメージ取り込みのみ対応しているため、Micro Dry(TM) スキャナド

ライバ から直接取り込むことはできません。CopyStudio からファイルに保存した画像を、「EasyFaxPro32」にイメージファイルとして読み込んでく
ださい。

3) 株式会社リコー製デジタルカメラ画像取り込みソフト「DU-2 for Windows」をご使用の場合、複数画像を１ページにレイアウトして印刷する機能においての
  (URL= http://www.ricoh.co.jp/dc/driver/index.html) 

【トラブル対策】

コピースタジオが正しく起動できない場合
    Windows ののCTL3DV2.DLL というファイルを使用するアプリケーションがインストールされている場合、そのバージョンが古いとCopyStudioのコピーが正しく動作しない場合があります。このの
・  ファイルマネージャーまたはエクスプローラーを使用して、Windows 及び WINDOWS\SYSTEM の CTL3DV2.DLL を CTL3DV2.OLD にリ

ネームします。その後、あらためて CopyStudioをインストールしてください。

・ 一部の常駐型アプリケーションがCTL3DV2.DLLを使用している場合、エクスプローラーからリネームできない場合
  のWindows を終了してＤＯＳモードに移ってから（Windows 95 の[MS-DOSモード
  でコンピュータを再起動する]を実行した後）CTL3DV2.DLLをリネームまたは削除してください。その後、Windows 
    を再起動してから、あらためて CopyStudioをインストールしてください。

-------------------------------------------------------------------------------------
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のの
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